
    

 

令和５年度 第１回奈良市スポーツ推進審議会会議録 

開催日時 令和５年１０月１７日（火）午前１０時００分～１２時００分 

開催場所 市庁舎北棟４０２会議室 

出 席 者 

委 員 
髙橋会長、天野副会長、笠次委員、成瀬委員、星野委員、福山委

員【６人出席】（野阪委員は欠席） 

事務局 

谷田市民部長、池田市民部次長 

北出課長、脇田課長補佐、森課長補佐 

宮﨑総務係長、佐々木スポーツ振興係長 

開催形態 公開（傍聴人 ０人） 担当課 市民部 スポーツ振興課 

議 題 

又は 

案 件 

１ 令和 6年度にスポーツ団体に交付しようとする補助金について 

２ 第 2 期奈良市スポーツ推進計画（案）について 

３ 第 85回国民スポーツ大会・第 30回全国障害者スポーツ大会について 

４ 施設の整備について 

５ 指定管理者の選定について 

６ その他 

決定又は

取り纏め

事項 

１．「令和 6年度にスポーツ団体に交付しようとする補助金について」は、「妥

当適正」と認められた。 

議事の概要及び議題又は案件に対する主な意見等 

１ 令和 6年度にスポーツ団体に交付しようとする補助金について 

 事務局より次年度の補助金交付について、団体概要と補助金額（予算要求額）の説明を

行なった。 

下記の質問等があったが、妥当適正と認められた。 

 

【質問】 

（委員） 日韓対抗選手権について、（大会出場）選手としてではなく育英高校の選手が

練習に参加などするのか。 

（事務局）大会自体を市内で開催することと、育英高校の生徒が運営に携わることから補

助金交付の対象としている。 

（委員） 補助金の会計報告は受けているか。補助金は自由に全額使用してよいのか。 

（事務局）補助金には運営補助と事業補助の二種類があり、運営補助は団体自体の運営の

中で自由に使えるが、事業補助は大会等の活動に対しての使途になる。また、事業等終了

後報告は受けており、補助金の清算も行っている。 

 

２ 第 2期奈良市スポーツ推進計画（案）について 



 事務局よりアンケート調査の集計及び分析結果を報告。また、計画の素案について説明

し、最後に今後のスケジュールを示した。 

 

【意見、質問】 

（委員） アンケート調査のエリア別の発送の母数はわかるか。また回答の多い地域、回

答の無い地域は。 

（事務局）発送データはあるのでエリア別の発送数を数えられなくはないが、その分析は

していない。 

（委員） 具体的なサンプリング方法は。 

（事務局）人口に対する性別、年代別の割合で抽出を行おうと考えたが、高齢の年代にか

なり偏りがあり、また若年層の意見も取り入れたいと考えたことから性別と年代別で

3,000人を均等に割り、抽出をした。 

（委員） 意見の反映のされ方がどのような偏りの下で行われたのか、実際の年齢層との

割合の差を確認するためにも、アンケート対象者の年代について、送った割合と人口に対

する割合が何％であったのか委員には示してもらいたい。 

（事務局）承知した。 

（委員） アンケート調査のうち、スポーツの実施頻度について、男女別、年代別の結果

はあるか。性別で年代別のデータがあった方がよい。 

（事務局）その結果については出していないので、アンケート結果に追加して示すように

する。 

（委員） アンケートの回答を見ると、公園の充実や自宅周辺でのボール遊びなど子ども

の遊び場を期待する声が多いが、計画が第 1期から第 2期になるにあたり、何が新しい取

り組み、目玉になるのか。 

（事務局）新しい点では、トップスポーツチームを活用していく、連携していくというこ

とに力をいれたのと、観光資源を活用したスポーツツーリズム。また、特に若者たちが行

っている新たなスポーツ（アーバンスポーツや eスポーツ）に取り組んでいき、さらには

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会を契機にしたスポーツの振興を進めていくと

いうものが新しい取り組みになる。 

 公園の充実やそこでのボール遊びについては公園担当課での取り組みになる。（現在、

右京小学校跡地の活用で、体育館をコミュニティスポーツ会館にし、またグラウンドもボ

ール遊びができる公園にし、地元に管理してもらおうという新しい取組を進めている。） 

（委員） 計画の P16、P18 について、課題と取組の関係について対応関係を示す必要が

あるのでは。 

（事務局）課題から取組までどう繋げていくか、理念にはどう落とし込んでいくか、整理

の仕方が難しいところもあるが進めていきたい。 

（委員） アンケートの結果では、全くスポーツをしていない人が 20 代を除いてどの年

代においても 30％強存在する。成果目標のスポーツ実施率 70%を達成するにはこの層への

アプローチが必要と思うが、取組内容に無いので何か啓発や情報発信をしては。 

（事務局）（無関心層への啓発等は）難しい取組とは思うが、スポーツ実施率の達成のた

めには重要だと認識している。 

（委員） 散歩やウォーキングもスポーツだと、そういう認識を加えて、また健康に絡め



て何もしない人を動かす。健康意識は高い人が多いので、家の近くで何かするなどそうい

うことも発信してみては。スポーツに親しみがない世代等へどのようにするかが取組では

薄い、足りないという印象。地域の人を有効活用して、仕組みづくりをしていく、仕組み

を変えていくことが重要なのでは。 

（事務局）スポーツの裾野を広げていくのは大事で、そのような取組を今後も続けていき

たい。またランニングコースの整備も進めており、気軽にスポーツができる環境整備も少

しずつではあるが進めていきたい。 

（委員） マーケティングやブランディングについてどのように考えているのか。計画を

進めていくうえで財源は必要となるが、その確保のためにも戦略が必要になる。それが見

えてこないし、もっと見せるべきだ。中身が良くても、市民などにどのように見せていく

かが重要。 

（事務局）例えば、鴻ノ池運動公園であれば、誰に使ってもらって、全体的にどのように

していくのか、市民・観光客が訪れる施設にしたいなど、計画にどのように落とし込んで

いくかは検討しなければならないが、市としての方向性（ブランディング、戦略）につい

ては常に考えている。 

（委員） なぜこのような話をしたかというと、理念にある「スポーツでまちづくり」に

つなげるためには、単にスポーツに留めるのではなく、どうやってまちづくりを進めてい

くか、形だけでなく、形がない部分も含めてブランディングする。そうすると市民もつい

てくるのでは。 

（委員） 具体的な取り組み、奈良ならではというものはあるかということですが。 

（事務局）全体的な大きな話で、いただいた意見等を計画に落とし込んでいくということ

を今後検討する。 

（委員） P5の計画推進体制の図ですが、プロスポーツや観光などを目玉にしていくなら

もう少し具体的に階層的に変更すべきでは。また、この計画でスポーツの概念を広く捉え

ているところは特色だと思うが、成果指標のスポーツ実施率やスポーツが盛んと思う市民

の割合の「スポーツ」について、プロスポーツのように捉えると目標達成は難しいので、

「身体活動をした」のような表現でも良いのでは。 

（委員） 同じく P5 の概念があいまいだと感じた。また、数値目標の「スポーツが盛ん

と思う市民の割合」については現在調査しているのか、他の市町村の成果指標を参考にし

たのか。 

（事務局）成果指標を定めるにあたり、他市事例を参考にした。また、その割合について

は昨年のアンケートでは質問項目に入れていない。今後は、2 年に 1 度行っている市民意

識調査の質問事項に入れて調査していく予定。 

（委員） スポーツが盛んだという意識を調査するのは良いが、スポーツの概念にずれが

生じないようにしなければならない。 

（委員） アンケートを作るときの原則として、回答者がどのようにも受け取ることがで

きる質問はよくないというのがある。よって、調査をするならいろいろな捉え方ができる

質問より、限定した方が良い。 

（委員） スポーツ人材という言葉について、どのような人をイメージして人材を育成し

たいと考えているか。 

（事務局）スポーツをする人、指導する側、支える側というもの含めた意味でスポーツ人



材と考えている。 

（委員） 地域スポーツの振興には、そのためのコアになる人が必要。それはスポーツマ

ンではなく、マネジメントをするスタッフが重要になってくる。 

（委員） 指導者だけではなく、支えるという裏方にも焦点をあてると面白い。その部分

の面白さを若い人やいろんな人に広げていければ。それについて計画にもっと入れた方が

良いのでは。 

（委員） 基本理念について、「スポーツでまちづくり」というメッセージがまちづくり

だけでよいのだろうかというのがある。人づくり、子どもたちの身体を育んでいくという

使命もあるので、「ひとづくり」も必要と思う。ひとは、プレイヤーそのものと、支える

人。スポーツに参画していくということを増やしていきたい。 

（委員） スポーツに関わる人、参与する人を作るという意味での人か。 

（委員） 「スポーツでまちづくり・ひとづくり」だとすれば、スポーツをきっかけにし

てスポーツを支えなくても良い。スポーツをする人でも、見る人でも、支える人でも良い。

体を動かすという事でも良い。 

（委員） 「スポーツをするのに魅力的な都市だ」だけではなく「スポーツをしやすいま

ちだ」という風になる。 

（委員） 「スポーツでひとづくり」となると、スポーツの教育的機能が入ってきて「人

格が作られる」という意味にもとられてしまう。しっかり誤解の無いように書いておく必

要がある。 

（事務局）様々なご意見等いただいたので、今後、計画の内容等について意見を参考に再

考させてもらう。 

 

３ 第 85回国民スポーツ大会・第 30回全国障害者スポーツ大会について 

 事務局より、競技の会場地選定結果（軟式野球成年男子、剣道、ゴルフ、高校野球軟式）

等について説明。 

 

【質問・意見】 

（委員） 8年後の開催に向けて、人の育成などの部分で財源はどのようになっているか。

後日で良いので教えてほしい。 

（事務局）承知した。 

 

４ 施設の整備について 

 事務局より令和５年度の施設整備の状況及び令和６年度に行う施設整備の予定（確定し

ているもの）を報告。 

 

【質問】 

（委員） 奈良クラブのマッチドクターをしているが、ロートフィールド奈良の担架購入

等でどういうものを購入するのか。奈良市の予算で備品整備を行うということか。 

（事務局）奈良市の予算で備品は準備する。今回は頸椎を固定できる担架を購入する。 

（委員） 現在、ロートフィールド奈良の医務室には何も準備されておらず、Ｊリーグ自

体にも規則すらない。私が備品等を準備しているが、そもそもそれは奈良クラブではなく



市が準備するものなのか。 

（事務局）Ｊリーグのライセンス基準を満たすための冷蔵庫などの備品は市で準備してい

るが、基本的には奈良クラブが用意するものである。 

（委員） 了解した。もし（今後）相談してもらえることがあればご相談いただきたい。 

 

５ 指定管理者の選定について 

【事務局より】 

令和 5年度に指定管理者を選定する「西部生涯スポーツセンター等 18施設」、令和 6年

4月開設予定の「（仮称）鴻ノ池ランニングステーション」について説明。 

また、来年度行う施設についても説明した。 

 

＜特に意見無し＞ 

 

６ その他 

【事務局より】 

部活動の地域移行について、「奈良市学校部活動のあり方検討懇話会」を立上げ 9 月に

第 1回懇話会を開催、実態把握のためのアンケートの実施と今後の進め方について話し合

いが行われたと現状の取組状況を報告。 

今後も審議会の開催の都度、状況について報告していく。 

 

【質問】 

（委員） 現時点で方針が決まっていることはあるのか。 

（事務局）現時点ではない。奈良市は山間部と都市部があり環境に差があることから一律

同じように行うことは困難。その地域に応じた形で行っていくのがベストということが懇

話会の意見で出ている。 

 

資 料 

【資料 1-1,1-2】令和６年度にスポーツ団体に交付しようとする補助金につ

いて 

【資料 2-1，2-2，2-3，2-4】第 2期奈良市スポーツ推進計画（案）について 

【資料 3】第 85回国民スポーツ大会・第 30回全国障害者スポーツ大会につ

いて 

【資料 4】施設の整備について 

【資料 5】指定管理者の選定について 

 


